
「犯罪から子どもを守るための対策」の概要

登下校時の安全確保等のための対策

緊急対策６項目緊急対策６項目

○ 全通学路の緊急安全点検
全ての小学校区において、学校、保護者・児童、警察、自治体等の関
係者により、平成18年3月までに、全学校区・全通学路の安全点検を要
請し、安全マップ作成や地域における対策に活用。

○ 全ての学校における防犯教室の緊急開催
全ての学校の全児童生徒が、平成18年3月までに、学校と警察との連
携等による実践的な「防犯教室」を受講できるよう、開催を要請。

○ 全ての地域における情報共有体制の緊急立ち
上げ
全ての地域において、警察が学校、保護者、地域住民等と連携し、不
審者情報が潜在化することがないよう共有化のためのネットワークを平
成18年3月までに構築。

○ 学校安全ボランティア（スクールガード）の充実
全ての小学校区において、平成18年3月までに、地域社会全体で通学
路の安全を含む学校安全体制が整備されるよう、学校安全ボランティア
への参加を広く呼びかけ。

○ 路線バスを活用した通学時の安全確保
全国で地域の路線バスをスクールバスとして活用する方策を早急に検
討し、対応が整った地域から順次導入できるよう環境整備を図る。

○ 国民に対する協力の呼びかけ
家庭、学校、民間団体等全ての関係者の地域における防犯意識を高
め、子どもの安全確保の取組への積極的な参加を促す。

１ 学校における対策
（１）学校の安全管理対策
登下校時の安全確保に関する先進的な実践事例
の提供

（２）防犯教育の推進
危険を予測・回避する能力を身につけさせる防犯
教育や実践的な防犯教室の推進

２ 地域における対策
（１）犯罪を起こしにくい環境整備
子ども緊急通報装置等の整備、防犯まちづくりの
推進

（２）子どもを守るための諸活動の充実
スクールガードの養成やスクールガードリーダー
の全国展開、「地域安全安心ステーション」モデル
事業の拡充、退職警察官等によるスクールサポー
ター制度の活用、情報の効果的な共有システムの
構築 等

（３）情報通信技術の活用
電子タグ、ユビキタスセンサーネットワーク技術の
活用 等

３ 犯罪対策
（１）取締りの強化
子どもを対象とする犯罪の検挙の徹底 等

（２）再犯防止等
再犯防止対策、出所情報の共有

１ 学校における対策
（１）学校の安全対策の充実
危機管理マニュアルの活用、学校の安全管理の
取組状況（防犯カメラの設置やさすまたの配備等）に
関する実態の把握と結果の周知

（２）防犯教育の推進（前掲）
（３）学校施設の安全
学校施設整備指針の活用、学校施設の整備に係
る経費の補助 等

２ 地域における対策
（１）犯罪を起こしにくい環境整備
（前掲のほか） 防犯に配慮したむらづくり、少子高
齢化等に対応した商業施設整備

（２）子どもを守るための諸活動の充実
（前掲のほか） 学習塾における児童生徒の安全
の確保、防犯意識を高めるための教育・啓発活動、
子どもの活動拠点（居場所）の確保、児童館・放課
後児童クラブにおける子どもの安全確保、家庭教育
における防犯教育、インターネット上の違法・有害情
報対策 等

（３）情報通信技術の活用
地域安心安全情報ネットワークの構築、モバイル
フィルタリング技術の研究開発

３ 犯罪対策
（１）取締りの強化
（前掲のほか） 地方警察官の増員、外国人の入
国管理の適正化、出会い系サイトに係る児童の性
犯罪被害の防止

（２）再犯防止等
（前掲のほか）電気通信サービスの不適正利用に
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